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 精神療法の活用
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 診断の工夫
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　本巻で取り上げているのは，精神科臨床における五つの主要な分野である．発達障
害，児童・思春期，睡眠障害，認知症の四つは，四半世紀前までは，現在ほどには重
要視されていなかった．現時点での重要性を示す端的な指標は，2013 年刊のDSM-5
に占める頁数の多寡だろう．嗜癖関連疾患（110 頁），不安障害とストレス関連障害（合
わせて 72 頁），気分障害（66 頁）の次に，睡眠障害（62 頁），発達障害（56 頁），認
知症（54 頁）と続く．
　発達障害は，いわゆる知的障害から自閉症が分離されて半世紀が経過してようやく，
内実がつまびらかになり，治療と援助の輪郭が見え始めている．その意味でこの分野
にたずさわる臨床医の方々は，情熱に満ちた果敢なパイオニアばかりである．
　児童・思春期の領域もまた同様に，3，40 年前は手探りの状態にとどまっていた．
欧米の大学では，成人の精神医学の講座数に比肩する数の小児精神医学の講座がある
のに，わが国ではいまだにその数は乏しい．この領域に身を投じた臨床医の先生方も，
勇気ある開拓者といえる．
　てんかんは，30 年前までほとんどの大学精神科，精神科病院で診療されていた．
神経精神医学が精神医学になって以後，てんかんは小児科と神経内科に任された．し
かし小児科が成人の患者を診続けるわけにはいかず，一方でてんかんを診る神経内科
医も減り，患者と家族は苦境に立たされている．本巻でてんかんを取り上げた意義は
誠に大きい．
　わが国で初めて睡眠障害専門外来ができたのは，1981 年久留米大学精神科である．
以来わずか 30 数年しかたっていないのに，現在の睡眠学の充実には目を見張るもの
がある．本巻にはその知見の成果がたっぷり盛り込まれている．
　認知症は，世界に先駆けて超高齢社会に突入したわが国において，将来ますます重
要度を増していく．今後，新しい研究と臨床が創出されるのも，わが国においてに違
いない．
　私は長年，既存の精神科成書には不満を抱いていた．大御所からの論考に，著者の
生の声が聞かれず，体温も感じられないからだった．本巻に集めた論文はいずれも，
病を得た患者さんの生きづらさを支援する治療者の血と汗の記録である．各論文の著
者の息づかいを感じた読者は，必ずや自身の臨床に大きな示唆を得，多大な勇気をも
らうはずである．

　2015 年 7 月
森山成

序　精神科臨床医の血と汗の記録
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